
株式会社スパンクリートコーポレーション

平成２３年３月期第２四半期業績資料



＜会社概要＞
　本　 社 　 東京都文京区湯島二丁目４番３号
　営 業 所 　 宇都宮営業所　仙台営業所
　工　 場 　 宇都宮工場　　岩瀬工場（２０１０年１１月１日閉鎖）　　
　設　 立 　 １９６３年３月
　資 本 金 　 ３２億９,５８９万６,５００円
　従 業 員 　 １２５名（外 派遣社員２１名）
　事業内容 　 スパンクリート事業不動産事業

＜沿　　革＞
１９６３年　３月 　　設立　資本金１千万円 　商号スパンクリート製造株式会社
１９６４年　２月 　　宇都宮市に生産設備完成 営業開始
１９８３年　３月 　　スパンクリート合成床工法 販売開始
１９８９年１１月 　　茨城県岩瀬町（現 桜川市）に岩瀬工場完成
１９９１年　２月　　 　 社名を現社名に変更
１９９１年　９月 　　株式を公開　日本証券業協会店頭登録

　　（現 大阪証券取引所 ＪＡＳＤＡＱ スタンダード）
２００４年　３月　　 　明星プレテック㈱（４月プレテック㈱へ社名変更）の株式を１００％取得
２００５年　５月　　 　 宇都宮工場・岩瀬工場・設計部（２０１０年７月営業本部設計グループへ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組織変更）ＩＳＯ９００１取得
２００６年　３月　　 　 プレテック㈱解散
　　　　　１０月　　 　普通株式１株を２株に分割
２０１０年１１月 　　岩瀬工場閉鎖

会社概要及び沿革



工場

宇都宮工場　

生産能力 月産約55,000㎡　（18,608坪）



所有賃貸ビル

台東区
台東オリエントビル

新宿区
３０山京ビル

文京区
駒込スパンクリートビル

８階建　１,４６６.４㎡ ８階建　１,８８７.１㎡ ９階建　１,６２１.５㎡



経営成績の概要
当第２四半期の業績は、売上高１４億８千５百万円（前年同期比２５．０％減）、営業損失３千２百万円
（前年同期９千１百万円の営業利益）、経常損失２千５百万円（前年同期１億３千万円の経常利益）と
減収減益となりました。

〈スパンクリート事業〉
主力のスパンクリート事業は、景気減速によるマンションを始めとする建設需要減の影響をまともに受け、
売上高は１３億４千９百万円（前年同期比２７．０％減）と減収となり、一方で原材料価格が高止まりする中、
前事業年度下半期から引き続き生産数量が低迷しており（前年同期比１５．５％減少）、稼働率も依然低
水準であるため工場の採算も悪化したままであること等から、営業損失１億５百万円（前年同期１千７百万
円の営業利益）の赤字計上を余儀なくされました。

〈不動産事業〉
貸しビル３棟の稼動が好調を持続、大規模改修の償却負担増を吸収して安定収益を計上しており、
売上高１億３千５百万円（前年同期比２．５％増）、営業利益７千５百万円（前年同期比０．３％増）と増収
増益となりました。

四半期純損益につきましては、生産設備の統合による岩瀬工場の閉鎖を決定したことに伴い、特別損失
として減損損失１億７百万円、固定資産除却損５千４百万円、また、有価証券の減損処理による評価損
７千５百万円及び希望退職に伴う特別退職金９千５百万円を計上したこと等により、３億２千７百万円の
四半期純損失（前年同期５千７百万円の四半期純利益）となりました。



▲５９１８０２３９売 上

▲４４１８２２２６出 荷

▲３４１８８２２２生 産

増減
　１１年３月期　

第２四半期累計

　１０年３月期　

第２四半期累計

単位：千㎡

生産・出荷・売上　数量比較



比較第２四半期損益計算書
単位：百万円

四半期純損益 ５７ ▲３２７ ▲３８４

法人税等 ５ ▲４２ ▲４７

税引前四半期純損益 ６２ ▲３６９ ▲４３１

特別損益 ▲６７ ▲３４４ ▲２７７

投資有価証券評価損７５百万円・希望退職募
集に伴う特別退職金９５百万円・岩瀬工場閉
鎖に伴う資産の減損、固定資産除却損１５９
百万円

経常損益 １３０ ▲２５ ▲１５５

営業外費用 ６ １６ ▲１０

営業外収益 ４５ ２４ ▲２１

営業損益 ９１ ▲３２ ▲１２３

　　一般管理販売費 ２７１ ２５０ ▲２１

　　売上原価 １，６１７ １，２６６ ▲３５１

売上高 １，９８０ １，４８５ ▲４９５ 建設需要減の影響を受け減収

１０年３月期

第２四半期累計

１１年３月期

第２四半期累計
増減 摘要



比較第２四半期貸借対照表（資産）
単位：百万円

▲５８７６１３４　　その他

１５６６９２５３６　　有価証券

▲６０２８，９１３９，５１５　　　資産合計

２０２５１２３１　　その他

時価の下落・減損処理等で減少▲３０４６７７９８１　　投資有価証券

▲２８４９２８１，２１２投資その他

▲３１０１３　無形固定資産

▲７０３，０２９３，０９９　　土地

▲１３７１，１５３１，２９０　　建物・機械

岩瀬工場閉鎖に伴う資産の減損・除却等▲２６４４，２５９４，５２３　有形固定資産

▲５５１５，１９８５，７４９固定資産

▲３９２９５　　その他

５４１９１１３７　　棚卸資産

手形は全て期日取立てしております▲１０３９５８１，０６１　　売掛債権

▲１５７１，７８０１，９３７　　現金及び預金

▲５１３，７１５３，７６６流動資産

摘要増減
１１年３月期

第２四半期累計

１０年３月期

第２四半期累計



比較第２四半期貸借対照表 （負債・純資産）
単位：百万円

２３１２４２１１　評価・換算差額等合計

▲８７８６，６２１７，４９９　株主資本合計

▲６０２８，９１３９，５１５負債・純資産合計

▲１３▲７９▲６６　　有価証券評価差額金

２４５３２２７７　　土地再評価差額金

▲２２▲３１２▲２９０　　自己株式

▲８５４▲５７７９７　　利益剰余金

０３，６９６３，６９６　　資本剰余金

０３，２９５３，２９５　　資本金

▲６４６６，８６４７，５１０純資産の部

４５２，０４９２，００４負債合計

６４８７６８１２　　その他固定負債

６４８７６８１２固定負債

希望退職募集に伴う退職給付引当
金９５百万円増加９４４１０３１６　　その他

▲１２５６００７２５　　短期借入金

支払手形は発行しておりません１１１６２１５１　　買掛債務

▲１９１，１７３１，１９２流動負債

摘要増減
１１年３月期

第２四半期累計

１０年３月期

第２四半期累計



中間営業成績及び財政状態

－２，０６５２，２２２現金同等物残高（百万円）

－▲１１２▲１６８財務キャッシュフロー（百万円）

－▲２１６５投資キャッシュフロー（百万円）

－▲３６５３４８営業キャッシュフロー（百万円）

７７．０７８．９自己資本比率（％）

－８５５．２４９２０．２１１株当たり純資産額（円）

▲６４６６，８６４７，５１０純資産（百万円）

▲６０２８，９１３９，５１５総資産（百万円）

財
産
の
状
況

－▲４０．５０７．０１１株当たり四半期純損益(円）

▲３８４▲３２７５７四半期純利益（百万円）

▲１５５▲２５１３０経常利益（百万円）

▲１２３▲３２９１営業利益（百万円）

▲４９５１，４８５１，９８０売上高（百万円）

営
業
成
績

増減
１１年３月期

第２四半期累計

１０年３月期

第２四半期累計



一株あたり純資産・株価（ＰＢＲ）推移
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主要工事実績

　 約10,000㎡北陸幹 滑川中塚高架橋

　　約3,000㎡新宿区立新宿西戸山中学校建設

　 約11,000㎡大塚商会ＯＴＳ高島平物流センター

　 約13,000㎡株式会社潤工社ＫＯＣ第２期工事

　　約1,700㎡北陸新幹線 糸魚川小見高架橋

　　約1,900㎡キャノン電子株式会社本庄寮新築工事

　　約2,200㎡伊藤ビル上田駅前館

　　約2,200㎡第一倉庫冷蔵株式会社戸田６号冷蔵

　　約5,100㎡マイクロソリューション山形

　　約9,000㎡富士通エフ・アイ・ピー横浜新棟



スパンクリート使用例
壁・床・合成床

工場 学校



スパンクリート使用例 壁・ワイドパネル

物流センター 防音壁



１１年３月期見通し
単位：百万円

　　　　　 　▲４６０当期純損益

　　　　　　　　▲３０経常損益

　　　　　　２，７５０売上高

１１年３月期見通し




